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緒  

monoecious（1部でtrimonoecious）枝物であるカボチャ，スイカ紅おいては，雌花（またほ雌性両全花，以  

下雌花と総称する）のつき方は，栽培上きわめて重要な問題である」即ち，雌花のつき始める節他の高低，雌花密  

度が収穫軌収品紅屈大な影轡を与えるだけでなく，つるの発育の強弱，つる数の多少から整枝法ないしほ栽植密  

度，または軍勢の強さから施肥鼻あるいは病害発生紅．まで影響するからであるり   

カボチャの雌花分化についてほ，Cucu工七ita moschata Duc王柑SNE（日本カボチャ）（ご4，35），C”pepO L（17）につ  

いて栽培時期を変え，春から夏またほ秋に．おける雌花の動きから短日低温下で雌花が増加すること，C．pepo L．．  

について（40）制御された環境下で栽培し，花のつき方ほStaminate phase，mOr）OeCious phase，pistiuate phase  

の一・定の動きがあり，環境によってこ．のphaseの序列ほ変らないが，低温短日条件でほstaminateおよびmono－  

e〇ious pbaseの節位範田が短縮されて，つる上における雌性化が進むこと，この影響ほ日長より温度（夜温）の  

影響がより強くあらわれることがあきらかにされてこいる。また日本カボチャについて，5～6月の長日朔に宙の  

短日処理をした場合，会津早生でほ（3F）15日，30日の処理でとくに15日が，白菊座でほ（11）15日，30日の処理でとく  

に30日が雌花数を増加し，収塁を多くしていること，早生果皮を用いた短日下の育苗で（25）高温であると僅かに雌  

花が上昇することなど報告されている・   

スイカについてほ，栽培時期による雌花の動き・（281，温度および短日処理の実際（53）から環境条件によって雌花節  

位が動くことがいわれている1   

本研究は，これらの成果の上にたって，日長および温度条件，とくにその変化による雌花酌他の動きを追求し，  

それぞれの環境条件が雌性化に影響しうる範囲を花の分化発育stageから捕えることを目標としたものである  

これほ最も望ましい節位に，栽培能率的に雌花をつけてゆくための技術の基礎となるべきものと考える   

思うに，何れのクリ類とも結実節位ほ低いはどよいというものではない，結実した果実を正濁に蓋い，吏紅次の  

果実の結実を負うだけの株のカが要請される棟のカとほ，葉数×柴面積，即ら節位と葉の大きさで代表される植  

物体のカと，地，気温，水分，光その他生長に瀾与する環境条件との均衡の上にたつものである．．これらを際会し  

て，おかれた栽培条件において，との位置からとの範囲にわたって雌花がつくことが要請されるか，それを満足さ  

せる雌花分化条件のちえ方はどのようにあるべきか，ということになると，当然，雌花分化の進み方と，条件を与  

えることに．よって雌花化する反応の動きを，解剖的研究と平行して－進められねばならない従って，本研究に．おい  

てほ，処理による雌花の動きを花の分化発育課程からみて影轡する位置またほ範囲の確認艦つとめた それがそれ  

ぞれの栽培技術を確立してゆく上に普偏的な基礎的実証になると考えたからである   

以上の観点にたって，一応の目的が遷せられ，進んで1部は具体的な栽培技術として応用実証されるに到ってい  

る   
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寛一・草 葉腋諸器官の分化発育について  

互．緒  口   

雌・雄花分化が環境条件の変化に．よって動く場合，花の分化発育段階のどのStageから，どの範囲まで働くか  

を明確に．することは，望ましい雌花節位を確保するための基礎的条件である その前提段階として普通栽培の植物  

にンついて葉腋器官の分化発育を研究した．  

王‡小 実験材料および方法   

西洋カポチ・ヤ（C．maxima DtJCHESNE）は本葉4～5枚苗について，スイカは5月着果初期の発育のよい子づ  

るについて，生のままの材料を解剖調査し，必要な箇所を棋影した，  

‡文王実 験 結 果  

（1）西洋カボチャ，品種芳香紅ついて（図版1）   

親づるの生長点から2～3節は葉l披に分裂組織として丸い隆起であるが，3～4節で横紅隆起発育した部分が  

2分独立して花と枝の始源体になる（図版（1ト（51）ここが花の分化と認められる   

第7節ではガク片の発育がみられ（図版f6J），8節では花弁が初生し（図版（7）），第10節，カク月がほぼ合掌する  

頃花弁の内側基部に萄が球状に．突起初生してくる（図版（8））．．この附近までほ雌花，雄花同じようであるが，雌花  

は，生長点から12節，そ・の節の薬品7～8郡，花苫長3～4郡で荊の内側に3コの柱頭が初生し（図版（10）），雄花  

との発育差が明らかになってくる．この頃，雌雄昔の大きさ紅差がでてくるのはキュウリの場合（13）と近似してい  

る外観的に雌雄が明確になるのは第13簡位で，雌花の常長4～5郡である（図版（11X12）），キュウリに．おいて第1  

番花の雌，雄が判断できる大きさは0，9閉という報告（10）に比べ，かなり大きい．しかし，雄花紅なるものでほ，荊  

が発育してもその中央ほ申凹の盤状組織で，Pistilユodiaほ観察できなかった（図版（11））   

花のガク片が発育し，花弁分化前に．，側枝の姶源体の基部，花と反対側に巻ヒゲの初生突起が2コみられ（図  

版（6））急速に発育する   

側枝の弟が分化するのは，花弁が発育してからであるい  

図版Ⅰ 葉腋機関の分化発育（西洋カボチャ）  

gpつるの生長点   pま花の始源体   pm側枝の姶源体   f花   ci巻ヒゲ  

S ガク  0 子房  pe花弁  a約   pi雌ずい  

（1）上から第3，第4節の花のPI・imoIdium  
左 第3節  石 貨4節  

（2）上から算5，第6節  
左 第5節 花のPr・imoI・dium   

右舞6節〈鮎詣纂琵成   
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（3）算4衡の花の分化  
花のPrimordium と   

側杖姶源体の初生  

㈲ 左3節の花のPrimoIdium   

（側妓始源体の初生始）  

右5節の花のPIimoIdium  

（6）右第7節 ガク形成 巻ヒゲ初生  

左貸8節 花弁形成 巻ヒゲ発育初  

（5）寛5節の花の分化花のP工imoI・dium  

と側枝の始瀕体  

（7）第8節の花の断面  

花弁形成  

（8）第10節の花の断面  

雌ずい初生  
ガク片ははば合掌雷長約0．8Ⅶ   
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rlO）第12節の雌花  

雄ずい発背  

柱頭初生 蕾良 約3罪耽  

（9）籍11節の雌花  

雄ずい発育  

柱頭形成の隆起  

（12）第14礫Iの雌花  

柱頭発育 子房組織の分化  
葺長 約4従耽  

nl）第13節の雄花  

雌性器官ほ認められない  

（2）スイカ，品種富久光について（図版Ⅱ）  

生長点から2～3筋は糞腋分裂組織の隆隻（図版（1））であるが，その下の鮨は柴娘隆起の両側に包と枝の姶源体  

を初生する（図版（2）～（41），以下花の発育ほ西洋カボチャと同様で，巻ヒゲの発生も西洋カポチやに準ずる（図版  

図版Ⅱ 葉腋機関の分化，発育（スイカ）  

P：花の始源体  F：花  G．P：枝の生長点 C：巻ヒゲ  B：竃  

（21花の分化期 包および側枝組織の分化   （1）葉蝦分裂組織  
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（31花の分化（2）のやや進んだもの  （4）（3）の進んだもの  

（51（4）の 発 育  （6）花：ガク 初生  

（7J花：ガクの発育  
巻ヒゲの初生  

（8）（5）の発育   
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（10）完成した葉蚊機関  花ベン初主  

菜の分化  
巻ヒゲ：発育   

（7ト用OJ）‖ 筍の分化発育が花の分化当初よりみられることと，側枝の葉の分化が花弁初生頃で早いことが西洋カボ  

チャと少し異っている   

展開尭（彙長5～8仰）を基準として，分化節位数について－は，調査個体の発育の強さによって若干実ってお  

り，6月上旬では分化菓まで26であった（第1表）が，4月未～5月上旬では20であった（第13図） 

第1表 つる先業披機関の分化・発育（スイカ）  

菓・花 の 発 育 l  外  観  J  巻  ひ  げ  

葉身長 8仇程度の展開薬は26節に・相当する 

算二章 日本カボチャの雌花分化に対する日長反応について  

Ⅰ‖ 緒  日   

日本カボチャの雌性化のために短日条件が望ましいこと紅ついては，培鼓峰期をかえた調査ぐ；4，35），長日期に苗  

時代の15，30日短日処理調査（11・37）があるが，更把．進んで，雌花分化に有効な短日条件の解明，短日処理の変化に 

よる雌花節位の動き，あるいは短日処理が雌花分化に．影響するための温度との関連なとについては明確紅なって  

いない本研究ほ，これらを明らか紅する目的で，わが国の代表的経済品種である3品種を用い，与えられた日長  

条件においてあらわれる雌花節僅から雌性化に．有効な短日条件を明確にすること，および短日処理終了時の花の  

分化節位との関連を検討した   
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王Ⅰい 実験材料および方法   

品種間差異の実験以外は凡て品種ほ白菊座を用い，発芽直後15仰の素焼鉢に．鉢上げして処理を行った．処理個体  

数は各区10本以上を目標とした‖   

日長ほ，日長時間の実験以外は，短日8時間区と長日16時間区とし，短日区ほ黒色ピエールで遮光し，長日区  

は5～6月でほ自然日長，その他の時期で日長が不足する時は，高さ12～1．57化から巾1m、×長さ1～1．5彿に100  

Wの電燈照明で補った‖短日区の黒ビニ－・ル遮光は，朝夕の陽光直射をうけると内部温度が上昇するので，直射光  

のあたらない場所に．設定したが，それでも夜間湿度ほ1～20C高くなった   

短日処理の前後紅は，葉よおび花の分化発育状況を解剖記録した，   

薗ほ処理終了後，鉢上げから25～30日で本圃に定植し，つるの伸長をまって雌・雄花を確認した調査ほ親づる  

と，各棟3土1節から発生する子づる1～2本について行った花の節位は基部から数え，何れの場合も子葉節は  

除き本葉節位であらわした。襲面積ほ代表的個体の葉を紙紅写し，planimeterを用い3回以上の平均値によった 

王Ⅰ亙実 験 結 果   

（1）日長と温度の組合せ処理   

4月14日と5月1日まきについて，室外自然条件（低温区）と無加湿ガラス室（高温区）の異った温度条件下で  

日長反応を比較したり その雌花の動きは寛3表，温度は策2表の通りである．  

貨2表 処 理 時 期 と 温 度  

処 理 期 間 1 区 1最高平均  処 理 期 l 積 ま  

第3表 処理温度を変えた場合の白菊座の日長反応   

おそまき高温区を除き，雌花分化に対する短日処理の効果ほ，窓づる，子づるとも明瞭で，第1雌花を親づる  

12～13節，子づる5～6節につけることは可能で，－・定節数までの雌花数は増加したしかし長日下では最高気温  

平均190C，投低気温平均90Cという育苗温度として限界に近い低温環境下でも，第1雌花は額づる20節以上，  

子づる12節以上となる処から，白菊座の雌花分化に．は日長の影響が支配的であることを示している   
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おそまき高温区（最高気温平均30“70C，最低気温1950C）でほ短日処理しても第1雌花が癖づる19節，子づ  

る8節になることに∵ついてほ，温度の影響として別に．考えねほならない‖   

また，雌花分化に．温度の影響も若干みられ，子づる寛1雌花の2例を除き，温度が低い方が雌花節位ほ下り，雌  

花数が増加している‖これは酉の発育上の速いか，雌花分化に対する温度の影響か，日長反応に及ばす温度の影牽  

か，解析されねほならない．   

何れに．しても，極端な高温条件を除き，短日条件を与えることによって，白菊座は栽培目的の節位に雌花がえら  

れるが，長日条件でほ極めて低温条件でも雌花節位は高くなることから，日長，短日条件が白菊座の雌花分化に決  

定的影韓を与えていると結論される．  

（2）短日処理湛了時の花の分化発育段階と雌花節位との関係  

1955年6月およぴ9月に行った短日10～11日処理の3回の実験から，処理終了時の集，花の分化状況と第1雌花  

節位との関係を示すと第4表のようである，何れの場合も短日区の寛1雌花節位ほ，短日処理湛了時の花または糞  

の分化節位以上に．なっていて，この程度の短日回数でほ，短日中に将来の雌花は分化するものではない即ち，短  

日処理終了時に花のPIimoIdiuInであった節位から更に長日下で3．3～73節発育して，雌花となるべき花を分化  

したものである短日区と長日区の雌花節他に．ほ明らかな差があって短日処理の影響ほ認められる処から，この場  

合，白菊座の雌花分化に対する短日反応は日長誘起の働き方であり，短日処理終了時の花の分化発育段階と短日区  

第1雌花節位との間に．は固定的な関係ほ認められないと考えられる．この実証は他の多くの実験においても認め  

られ，第5表，第8表，第11・12表，第13表，第17表などほその例である．  

第4表 短日処理終了時の花の分化節位と貨1雌花節位の関係  

短日処理終了時の酋の生態，花の分化状況  短 日 区  
第1雌花  
節  位  

長 日  区  

寛1雌花節位  
実 験 時 期  短日回数  

！花の姶源体1生長点  本葉数l地上重層  

（1）低温区 （2）高温区  

従って，白菊座の雌花分化に対する短日反応は．，基本的紅は，ある時期に．，必要な回数の，短日条件を与えれ  

ば，あとは長日下でもよく短日処理の影轡をうけて雌花が分化するものと理解される．短日処理中または処理後の  

温度の影響は，これ虹附随して検討されねばならない  

（3）長い曙期の回数に．ついて   

本葉3・4某（第3兼良10cm，薬面積第1～4菜，合計211c遥）の苗紅ついて，2，4，6回，16時間の長い暗  

期においた場合を第5，6表常示した   

2回処理では雌花分化紅及ぼす影響ほ僅かで，4回処理ではかなり明瞭になり，6回処理では雌花節位が低く，  

変異の巾も狭く，短日処理の効果はほは確実になったと認められる．15回処理が雌花節位の低いのは，処理時期の  

苗の大きさが異ることに．よるものであるが，短日処理終了時の花のPIimoIdium節位と第1雌花節位との差から  

みると，この程皮であれば回数の多い程，短日処理終了後に．早く雌花が分化することが明らかである．  

（4）短日処理時期と処理回数について   
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短日反応が働くのは緑葉であり（26），その働きは比較的若い成菓が，また苗時代では大西の方が処理回数が少な  

ぐて短日反応があらわれる（5，24）と報告されている 

第5表 短 日 処 理 回 数  

長い暗廃1雌花l   親 づ る 第1此任花 節 位  鹿日処理廃1雌花ほづ  
終了時の  

期回数l平均節【111213141516171819202122232425岳平均   花姶源体l節との差】分  

0
 
2
 
4
 
6
 
1
5
 
 

7
 
0
 
5
 
2
 
0
 
 

1
 
8
 
6
 
7
 
5
 
 

1
 
 

6
 
5
 
0
 
5
 
5
 
 

0
 
8
 
7
 
5
 
3
 
 

2
 
1
 
1
 
1
 
1
 
 
 

1
 
7
 
3
 
2
 
7
 
 

0
 
8
 
（
1
．
〇
 
7
 
6
 
 

1
 
 

3
 
 

3
 
 

1
 
 
 
 
1
 
1
2
 
～
 
1
3
 
1
4
 
～
 
 

6
 
0
 
0
 
5
 
0
 
 

8
 
6
 
4
 
1
 
1
 
 

～
 
～
 
～
 
～
 
～
 
 

0
0
 
7
 
7
 
6
 
5
 
 

3
 
1
 
 

1
 
 
1
 
 

2～6回処理区の短日処理は本葉3．．4築から，  

15回処理区は発芽直後から，4．．2英で終了，長い時期は16時間 

第6表 処理始・終の西の調査  

15日処理1  4．2 1  26．51  1 12～131 17′｝18  

Ⅱ～Ⅶは葉位を示す．   

子葉時代の短日反応ほ無感応である（22）とすれば，本葉発生までは短日処理の必要はないであろう，．   

第7表は子葉のみの短日処理と，処理始めの箇の大きさと処理回数について，1956年6月1日まき，処理環塘，  

良高気温平均300C，最低気温平均16．60Cで調べたものである．   

子葉の面積ほ6c適任であるが，子其のみの短日処理（処理はTennings らの方法（22）紅準じ，子袈を黒厚紙の袋  

に．入れ，入口を蘭足する方法に．よった）では，処理8回，11回とも短日の反応ほなく，本葉発生前から短日処理を  

始め，短日期間中に発生する本葉を，発生虐後，または半展開の頃除去した（短日11回のうち，4回または2回本  

葉を除いた）ものでほ，1部に．雌花が低節位に．ついた個体があらわれたが，全体としては短日処理の影轡は確認で  

きないしかし，本葉が完全展開して除去したもの（短日処理11回申，1回本葉を除き，第2菜は半展開になって  

いた）では，短日処理の効果は認められる‖   

発芽直後からの短日処理でほ，5回（本共05嚢，57c議まで）では影哲はなく，7～10回（本葉1．0～15業，20  

～57c適まで）でほ雌花の低い株もあらわれたが全体としてほ確実とはいい難い12回処理（本葉20葉，64c痛まで）  

以上の回数で雌花節位は確実になるこの12回処理は第1本葉半展開（葉面積6c諸）からの回数とすると7回に相  

当する．   

本葉発生姶（柴面積，拡げて2c遥）から，またほ本葉1基層開（箕面潰計16c遥）から処理を始めた場合では，5  

～4回で処理の効果が認められた株があらわれ，7～6回ではぼ確実になる，   

しかし，短日反応が緑葉で働くものであれば，処理時期または処理回数は緑薬の発生，発育速度，即ちその温度   
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第7表 短日処理時期 と 回数  1956年6月  

（1）短日回数ほ長い暗期回数，13～15区ほ発芽後4日（本葉面積2c諸）から，16～1声区ほ発芽後8日（本業面   

積16c諸）から処理開掛 

（2）苗令，葉面積，生体盃ほ短日処理終了時の数値で，萌令は本葉数，4～6区の（）内は除去した4区4   

枚，5区2枚，6区1枚の合計菓面積．  
（3）短日効果♯確実なるもの△傾向を認めるもの．  

第8表 発芽直後か ら の短日処理  

短 日 終 了 時  第1雌花労政  短日中の気温平均  
短日回数  短日処理開始  

展開菓数l分化葉数   親づ るl子づ る  最  高l叔  低   

4月24日 118い9 1 8パ8  20 1  t  1 23、2  L  15．5   

△ 短日反応が明らか  ※ 短日反応確実  

環境濫よって影轡されることは当然であろう第8表は温度の異った条件で，発芽直後から短日処理を行い，処理   
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回数と雌花節位のあらわれ方を実験した1例であるこれ紅よると，低温下では20回処理でもその効果が確実でな  

いのに．，温度が高くなるにつれ，より少ない処理回数で親づる，子づるとも処理効果があらわれてくることが判  

る．それをより多くの事例について，温度  

との関係で図示すると第1図のようにな  

る．平均気温で20～23度附近が最も少い処  

理回数で短日反応があらわれ，それより低  

温ではより多い処理回数が要求されること  

を示している 

以上の成績から，処理時期は発芽後日数  

であらわすより，植物体の大きさ，とく紅  

葉の発育程度であらわすことが適当であ   

る．   

（5）明期と暗期の長さについて  

1日24時間を，明期と暗期に．分ける望ま  

しい時間の組合せ，またはその限界時間に 

ついて調べるため，明期4′・■16時間を2時  

間間隔の7区に．ついて，15回処理を行っ  

た．その頼果を第9・10表に示した 

4時間日長では雌花分化ほ不確実である  

が，6～12時間日長では短日処理としての  

X知日反応な－し  

○親づる短日反応確実  

◎親子とも短日反応確実  

△短日反応や、劣る  

1
 
 

2
 
 

2
 
 

短
 
 
日
 
 

高
塩
・
短
日
効
果
な
し
 
 

l  

l  

l  

l   

l  

（扮   

＼ 
、 

、   ◎  

◎  

／
 ′
 
 X、、々＿＿＿．＿＿＿上演  

12  15  18  21  24  
平 均 温 度  

第1図 発芽直後からの短日回数と  

短日反応のあらわれ方  

第9表 日 照時間「に．関す る調査  1955年9月  

9月1日まき，処理9月11～25日  

欝10表 処理終了時の薬面積（c議）  

区ll薬l2 薬l3 葉l4 葉l5 葉蓼6 可7 葉l討  

効果は確実で，とくに．8，10，12時間区が最も低節位に揃って雌花をつけた。14時間区は16時間区とはば同様で，   
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亡の2区ほ長日条件と解釈されるい   

4時間日長区ほ処理終了時に，菜は小さく黄緑で，菜面積，生態望ともに・8時間日長区の10～11％にすぎない・  

この附近が栄養生長からみた限界日長と認められた“しかし，同じ4時間日長でも葉色，奨面積，葉の活動ほ，そ  

の時の温度，光の強さ，同イ捕巨力その他，おかれている条件によっても異るもので，4時間日長区が，短日効果の  

全然あらわれない場合と，健か笹処理効果のあらわれる場合とがあったが，何れ紅してもこの附近が雌花分化の短  

日に．ついて最低限界日長と認められる・   

6時間日長区の普は，葉面積，生態垂とも8時間日長区の約30％であったが，雌花のつき方は8時間日長区より  

やや上昇する傾向は認めながらも，短日効果はあらわれた   

8時間日長区では酉は完全な発育をとげ，8～16時間の間に酉の発育上の差は認められなかった‖   

定植後1カ月の生育調査に．おいて－も，短日処理纏了時の宙の発育差がそのままあらわれている‖   

更に．，6～12時間の短日処理を7回行い，その後より長い日長条件に8回おいた場合にンついてみ・ると（第11・12  

表），明期6，10，12時間日長区では処理7回の後，14時間以上の長日におくと策1雌花節位が乱れる個体があら  

ゎれたが，8時間日長区でほ7回処理後，長日においても籍1雌花節位の乱れはあらわれなかったい（この場合，  

前半処理6時間日長は蔑の発育が劣っているが，10，12時間日長の苗は8時間日長と同様によく発育した，とく紅  

12時間日長区では雌花節位が高くなる個体が多い）  

第11表 日照時間に．関する調査（親づる）  

算1雄花l  第   1   雌  花  7日間・8日間  

（前半）（後半）  平均節億  

9
 
0
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1
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0
 
6
 
3
 
5
 
 

2
 
2
 
3
 
6
 
 

1
 
1
 
1
 
1
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1
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0
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1
 
 
1
 
 
1
 
 

1
 
8
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＝
0
 
 
 

2
 
1
 
1
 
 

2
 
1
 
 

4
 
1
 
3
 
 

2
 
3
 
3
 
 

1
 
 
 
 
 
 
1
 
 

2
 
1
 
 

1 1  1  

3  

1 1  4  1  

1 1  1 2  2  2 1  1  

14 －14  

16 －16  

9月1日まき 処理前半9月11～17日 後半18～25日まで   
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寛12表 処理前半解了時の発育状況   

♯親づるについて，10，12，14時間区ほ16時間区と殆んと同じであった 

以上からみて，白菊座の雌花分化に対し短日誘起のために．，最低限界の明期の長さは4時間，実用的に．ほ6時  

間，暗期はユ0～12時間の間，一・般的には12時間であり，酉の発育と雌花分化の両面からみて，望ましい組合せは  

明期8時間，暗期16時間と結論される  

（6）領令が大きくなった時の短日処理に．よる雌花のあらわれ方について 

発芽後長日条件下に庖き，かなり大常に．なってから短日処理を行った場合，雌花節位が高くなるであろうこ・と  

は推定されるこの場合について花の分化，発育段階との閑適など未だ明らかでほない本実験においても大苗に  

ついて，処理時期をかえて雌花の動きを調べ，または処理前後の花の分化発育を解剖調査したものほないが，比較  

的おそい短日処理について3例をみると（第13表），9月20日まきでは短日処理姶の花の分化第12節，雌花の最低  

節位13節，4～6回短日処理中の花の発育を推定すると，短日処理終了時において花のPIimoIdiumないしガク  

片初生段階のものから雌花化したことになる‖ 9月1日まき紅ついては，雌花の大部分がつき始めた16節は，短日  

処理開始期に．ガク片初生，雌花平均節位は花の分化期に当っていた，これから短日反応があらわれるに必要な日数  

の発育を推定すると，16節ほ短日誘起の頃花ベン形成期にネ日当したと考えられる．また，6月1日まきについても  

短日処理終了時に花弁形成期以上に．進んだものほ雌性化していない 

欝13表 おそ い短 日処理の影響  

短日処理開始時の調査  額づる第1雌花  短日 処理期間  子づる第1雌花  

宙垂g堰源還！分化薬数   最  低】平 均   期   間】展開英数  最 低l平 均  

月 日  
9…26～10‖23  

10．、24～  

0 ～6  L（27り6＝（18）  9い11～ 9．．25  

9い26′・－  6 ～  127．0  
17  

（）は短日処理終了時の調査 ※1短日処理開始期に16節ほガク片初生  

※2 短日処理終了時に15節ほ花弁形成   
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しかし，9月1日まきではより長く長日に．おいたものが，6月1日まきではより低節位に雌花がついた区がな  

いため，この発育段階を雌花化の限界と決定することは早計であるが，少なくとも花弁形成期より進んだ蕾では，  

短日処理によって雌花化する事例は見当らなかった  

（7）親づると子づるの短日反応が異ってあらわれる場合について   

有効な短日誘起を実施した場合は，短日処理の効果ほ額づる，子づる共通にあらわれるのが普通であった・・しか  

し，多くの実験例のうち僅かの場合に潮づるの反応と子づるの反応が異る場合があった，即ち第14表の3例であ  

る．  

i短日処理回数が少ない場合で，額づる，子づるとも効果のあった個体と効果のない個体に分かれた場合，  

短日効果のあらわれ方は親づるに㌧比べ，子づるが劣ったい  

iiやや高温不安定な条件で短日処理をした場合，親づるは確実に影響があらわれたが，子づるは影轡のあっ  

た株とない株とがあらわれた・  

iii短日処理中に，展開した本葉を除いた場合，額づるは大部分処理の効果を認めたが，子づるにほ効果があ  

らわれなかった．  

第14表 親づると子づるの短日反応の異る事例  1955～56   

壷 第1葉は展開時に除去，柴面積23165c遥  

以上のように不安定な条件で短日処理した場合，親づるの処理効果より，子づるの効果が劣った，逆に，子づる  

の効果が額づるより優れた事例はなかった1  

（8）短日処理の時期別反応について  

1955～7年，4～9月まき討10司の実験から，短日処理時期による雌花の動きをみた，籍15表は1955年の事例で  

あり，算2図はそれらを温度別に集約したものである   

春から暖かくなる紅つれ短日，長日両区とも雌花節位ほ上昇するが，6月初め，短日処理期間の平均気温200C  

位まではその動きは僅かである（とくに短日区において）しかし夏の高温期になると，平均気温270Cでは短日処  

理の効果は失なわれて，雌花節位は日長の如何にかかわらず上昇する秋，冷しくなるにつれ，短日，長日区とも  

雌花節位は低くなるが，平均気温230C以下から短日反応も明確紅なるい   
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籍15表 短日反応の時期別影響（白菊座，親づる）  （1955）  

調隼雄  

査 花  
数1節  

第  1  雌   花   節   位  

9101112131415161718192021222324252627282930引平 均  

1 言】：：；【2221 111 121 1 

1  3 4 2 2 1  

1 4 4   3 1 2  1  2  

1 4 9 7 7 5 2 1  

2 1 910 6 3 11  

2 510117  

1111  
3
 
 

1
 
 
1
 
 

2 6 1  

1 4 3 2  

12  1 （18節以上 3）  

♯ 自然日長としたため長日でなかったい理論日長 8月15日13時間22分 9月1日12時間53分  

従って，春の栽培では最高気温平均  

250C，最低気温平均150C，平均気温  

200C程度までで短日処理をすること  

が望ましい環境であり，最高気温平均  

300C，良低気温平均250C程度の温度  

環境になると，短日処理してもその効  

果はあらわれない… これらからみて，  

香川県程度の温度地帯では，白菊座に  

ついては6月上旬まきが，短日効果を  

期待できる呑まきのおそい限界であ  

り，9月上旬が秋まきの早い限界であ  

X  
・′ ‾’‾‾一、 ′・ 一、・、、夏  

ヽ  

7月まき  春 モ／  

）ぐノ  親   

づ 20   

る   

節  

位15  

×  
点線長日  

0秋の調査  
るが，その時期についてほその年の気  

候によって異ることは当然である．  

同じ程度の温度環鎗であっても，春  平均気温 15  20  25  

～初夏に比べ，晩夏～秋に．おいてほ，  

とくに長日区において，雌花節泣が低  

い，これについては，日長的にほ，春   

の短日とは短日一長日であり，長日は  

最高気温19  225  246 268  306  

最低気温9   11“5 15“6 207  230  

第2図 自然条件における日長処理時期と  
親づる算1雌花の動き（白菊座，1955－57）  

終始長日であったの紅，秋の短日は終始短日であり，長日は長日一短日，即ち，処理時期のおそい短日処理に相当  

したこと，温度的には，春は温度上昇期で必要な短日を与えたあと高温長日になるの紅対し，秋は短日誘起後，  

より低温短日下紅あったためと推定される．．   
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（9）短日反応虹対する温度の影響  

i 短日処理中の温度変化について   

短日処理23回とした場合、短日期間中の温度変化が雌花分化に及ばす反応について調査した（第16表）・   

これによると全期間低温短日区と，短日処理終了前14またほ20日低温短日紅した区は最も雌花節位が安定して，3  

区の間に．差ほ認められない．また全期間高温短日区も同様であった．これに、比べ処理の始め10または12日低温短日  

であっても後半8または10日高温下で短日処理したものほ，長日区に比べると明らかな差ほ認められるが，前記短  

日各区より，親づる，子づるとも雌花節位が若干上昇している．．このことは短日反応があらわれる温度範囲であ  

っても，短日期間中に低温一高温の急激な変化は雌花分化に対する短日反応に惑い影響があることを示している・  

ii短日処理中および処理後の温度把ンついて   

高温短日から低温長日に移した場合（第17表）ほ，必要な短日回数があれほ，早く長日紅移す程雌花節位は低  

第16表 短 日処理期間の温度変化  

親  づ  る  子 づ る  

寛  1  雌   花  算1雌花  

分布 平均  
＼  

91011121314151617181920212223242526卜平均   

＿二 

4日高温短日，20日侶測短日  

10日 〝  14日 〝  

4日高短，10日低短，10日嵩短  

2  412  

2  1 2 2 4 1  

1  14 2  1  1  

12 3 2 21  1  

3 4111  

1  212 2  2 2  

2 2 2 4   2  

11  2 211  1  

4日  

24日  

〝  

ノ′  

〝  

12日〝  日
 
日
 
日
 
日
 
日
 
 

8
 
〃  

短
長
短
長
 
 

温
温
温
温
 
 

低
低
高
高
 
 

4月14日まき，4月24～5月17日短日処理，低温l哀18…9～8い80C，高温区27．．6～19．．30C  

籍17表 短日処理日数のとり方（高温短日，低温長日において）  

額  づ  る  
＝短日  

長日  
区  処 こ理  算 1 雌  花  節  位  処理転換時  

9101112131415161718192021222324251平均  

6月71IlO臼  
2 2 21  

2 3 2  

13 21  

1  2 3  2  

11  2  11  1  

13 2  1  

2 2  1 1  

2 3  1  1  

11  121 1   

6月1日まき   
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い（1～4区），何れも短日処理終了時の花の分化節位に接近して雌花が分化していることが明らかである，また，  

始め長日下で育てた苗を，順次高温短日に移し，同じ時期に処理を封切った場合ほ（5～8区），雌花節位に差は  

認められず，短日処理開始期の早晩，短日処理回数の長さに関係ないことをあらわしている．   

このことほ，日長誘起が行なわれても高温短日下でほ雌花分化にまで進まなかったこと．高温下の短日処理では  

処理終ア時期そのものが問題であることを示しているu   

更に発芽直後から高温短日を与え，その処理日数を変え．て低温長日またほ高温長日に移してみると（籍18，19表），  

6またほ8回の短日処理では効果ほなかったが，10，14，20回短日処理区は短日処理の効果ほ認められ（10回処  

理区は少し乱れた），短日処理後，低温長日に．移した区ほ短日処理を早く打切ったもの程，高温長日に移した区は  

短日処憎が長いもの程雌花節位が低下する傾向が認められる，平均すると短日処理後低温長日においたものが雌  

花節位は低い．  

第18表 短日日数とその後の環境の影轡（親づる）  

イ
・
l
・
 
 
 
 
圭
一
 
慢
 

■
■
 
 

短
日
日
数
 
 

第  1  雌  花  30節まで  

雌花数  

1 1 4 1  

（子づる）  

23】－1  11 2 3 2  8いO1 2．3  

長 日】  1  1  3 2  l15．．3  

5月1日まき，5月6日より23日間処理，以降自然条件   
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第19表 短日処理後の甫の発育  

日l生態垂l本葉数l本葉面積1分化乗数   

即ら，やや高温下紅おける短日処理は，日長誘起ができればその後低温に．おかれる場合ほ短日処理を早く打切っ  

た方が雌花節位は低下するが，短日処理後高温におく場合ほ，より長い短日期間が要求される・その意味で短日処  

理回数は，短日処理後の温度環境に．よって配慮さるべきで，春と秋の短日反応の差もこ・こから生じてくることが  

考え．られる．   

肌）品種間差異紅ついて   

わが国の経済的代表品種として，白菊座，早生黒皮，会津早生の3品種について－，短日反応の時期別，処理回数  

別の反応を比較した 

4～7月まきについで比べると（第20～21表），4月まきは．2回とも各品種短日反応ほ明確であると認められる・  

そのうち4月29日まきについて高温下で短日処理すると，普通温度の短日区に比べ，白菊座，早生果皮は明らかに  

第20表 白  菊  座  1956  

8 91011121314151617181920212223242526以上  処理区  

短  日  

長  日  

12‖64  

2 1 2 2   2 1  22．70  

4月13日播  

4月30日始  

2 4 2 2 1  

1  3 19．18♯  

12 2（ヲ00辞  

1 2 4  

1  111  24．00  

1 1 1 24．67索  

会  津  早  生  

処理区l78  91011121314151617181920212223242526以上  
9．30  短  日  

長  日   

4月13日播  

4月30日始  

2 5 2  1   

1   1  1  11   14 21．50穀  

2 5 1 3  

111 3   
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早  生  果  皮  

処理区l7 8 9101112131415161ケ181920212223242526以上  

2 41  11  1  14一．10   

1  4  11111  118．．09※  

6月8日播  

6月23日姶  

短  日  

長  日  

1  3 2 111  

7月1日播  

7月19日始  

短  日  

長  日  

※ 26節以上は26として平均した．  

第21表 処理期間の温度  第22表 短 日 日数の影響  1956  

雌花節位が上昇したが，会津早生は余り動がない．6月まきでほ，短日区の雌花解放の変異巾は白菊座が最も大き  

く，早生黒皮はこれに．近く，会津早生は安定して短日効果を示している．しかし7月まきでは3品種とも短日の効  

果はあらわれない．   

また，2回の種まきに？いて短日処理回数を短縮してみると（第22表），5月20日処理始では短日処理8回で第  

1雌花・雄花の動きとも各品種同じよう紅処理効果が認められたが，6月23日処理始めでは短日区，とく紅短日処  

理6回のものは，白菊座，早生果皮の変異巾は大きいが，会津早生ほ明確な短日処理の効果を示した．   
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前述のように．短日処理効果ほ高温条件下で失なわれ，処理回数も高温下ではより長いことが要求されるが，その  

場合，会津早生が最も強く，白菊座が最も不安定で，早生黒皮は白菊座に近い中間であると認められる・また短日  

誘起に必要な基本的処理回数紅ついては，品種間差異ほ明らかでなかった…近似した数値と理解できる・   

4月13日まき，21日発芽揃いのものについて，蔑の発育を比較すると（第23表），明らかに・会津早生が早く，白  

第23表 宙 の 発 育 比 較  

4月13日まき，4月21日発芽揃，22日鉢上げ，4月30日より短日処理   

菊座がおそい，白菊塵を高温条件にお  

いた場合より会津早生が早いことほ明  

らかで，早生果皮ほ中間である一．また，  

薄合紅対する柴，花の分化進行状況  

（第3図）ほ，白菊座より会津早生，  

早生果皮が進んでいる．従って－，同じ  

育苗日数で柴および花の分化を比べる  

と（第裂表）会津早生，早生果皮，白  

菊魔の順になることほ，上記苗の発育  

と，酋合札対する分化の進み方の両者  

の組合せからみて当然の結果である．   

やや高温下で短日処理を行った場  

合，雌花のつき方が会津早生は安定  

し，白菊盛が乱れること紅ついて，こ  

のような苗の発育上の差に影智される  

のではないかとも考えられるが，短日  

回数の長短把関係なく短日反応があら  

われていること，5月処理の高温区で，  

苗の発育がよ≡くても会津早生は安定  

し，白菊座，早生果皮は乱れたことなど  

からみて，前述の短日反応における品   

親
 
づ
 
る
 
節
 
位
 
 

′ ′  ′   
■
 
 
 
 
 
′
 
 

0
 
／
 
 

≠
．
 
 
ノ
 
 

′  

．i′葉の分化  

了
っ
る
 
 

｝
 
 
 

体
 
 

始
 
 

の
 
 

0 1   2   3   4   5  ●白菊産  

甫令（展開葉数）  メ会津早生  

第3図 苗令と彙，花の始源体分化との関係 ○早生果皮  
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種間差異は，苗の発育上の差というより，短日反応に対する温度の影響庭ついての直接的な品種間差異とうけと  

めるべきものと解される．  

ⅠⅤ．考  察  

日本カボチャの雌花分化は，栽培時期に．よる影響の大きいものである（34・35）が，日長と温度の組合せからみて，  

極端な高温条件を除き，日長反応がより強く，実用的な雌花節位を得るために日長を度外視しては得られないこと  

を指摘した．   

このH長反応について，短日反応の働き方，その効果のある時期，必要な葉面積，処理回数，明・暗期の時間の  

長さなど，他の多くの短日性植物について明らかに．されている短日反応の共通原則とはば合致することを明らか  

に．した．   

即ち，日長反応の働く場所ほ子葉を除いた（22）本尭であって（恥31），その最低葉面積6c適以上という数値は．，アサ  

ガカ・の2c議〈38・39）より大きいが，Ⅹantbiumの8～25c遥（21）に，必要な暗期回数6回ほ，ダイヅ（＄），大麻（5）  

Ⅹanthium（31・49）に近似している，．従って，長日条件で育苗する場合，本葉半展開頃から本葉2葉展開頃まで町必  

要回数の短日処理をすれば，あと長日下で安定した雌花の分化が得られる，雌花となるべき花のPI・imoIdiumは  

短日処理終了時の花のPrimordium節位から2～7節発育してから分化するもので，この間の鮨数ほ固定的でな  

い，こ．の点ほ花の分化前から皆の発育段階まで長く短日条件を必要とするキク（42・44），Poinsettia（30）の場合と性格  

を異に．していると解される．．   

発芽直後から短日処理した場合，低温条件でほ短日の反応があらわれるため笹処理回数が長く必要であった，こ  

れは日長に感応する菜面積紅まで発育する日数と，極く低温の場合より短日回数が多く必要であることの相乗に．  

よるものであろう，短日処理開始期は葉の大きをもって規準とすべきで，発芽後の日数による表現は誤差を生じ  

易い．   

日長時間について，明期8時間，暗期16時間が最適と認め，短日の範囲は明期12時間までであったことは，他  

の短日植物と同様（5・抽30・45・47，50）と考えられる．限界暗期の長さほ，高温（7）または低温，短日回数の少ない（aO）場  

合は，より長い（12～14時間）時期が要求されているところから，最適日長とした8～16時間の組合せは，何れの  

場合でも満足すべき短日条件の範疇に．入るものであったが，10またほ12時間日長では不安定の場合が生じたもの  

であろう一．   

明期6時間日長は栄養生長が劣り，雌花のつき力も8時間日長より優れた事実はなかった，同様な傾向はキュ  

クリに．おいても（14）認められている．   

明期4時間日長でほ苗の発育が吏紅悪く，短日反応があらわれない場合が多かった，これは短日反応からみる  

と，長い暗期前の光不足と長い暗期終‾アを意義づけるための明期が最低限界に．あった（8，23・42・55）ことによるもので  

あろう．   

春から初夏においては短日処理をしても雌花節位の上昇がみられた，これほ，長日区の雌花節位がより上昇した  

ことからみて温度の影響と解釈される，別紅日長誘起が満足した時の植物体の大きさと，高温になるとより短日回  

数が多く必要であることの相乗によることも考えられるが明確に分析できない＝ 日本カボチャの雌花分化のため  

には最高気温25◇C，最低気温160C程度までで短日処理すると．とが安定している．   

盛夏期，最高気温27～30OCの高温下では短日反応は消失した，この現象はカボチャでほC・PepO を用いた  

Nitch ら（40）ほ30◇Cであらわれるこ．とを示し，その他大豆（3・56），キク（6・7），Ⅹanthium（32），Californiagrass（1）  

で認められ，あるいほ高温に．なると短日回数が長く，限界暗期の長さを長く必要である（ア，30）など，短日条件を厳   
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しくする必要が強調されていることと共通していると考える 

短日処理中の温度変化に．ついてほ，雌花節位が同じであった全期間低温またほ高温処理に比べ，高温→低温の  

変化でほ雌花節位ほ動かなかったが，低温→高温の変化はやや雌花節位を上昇した，このことほ短日処理期間の  

温度というより，短日処理中の低温→高温の温度変化そのものが日長反応に影響したと考えられ，1回のみの長  

い時期で，前半と後半の温度変化を調査した報告（3）と共通している・   

また比較的高温で日長誘起を行った場合，あと低温長日に移した時ほ早く移す程雌花節位ほ低かった，即ち短  

日処理終了時の花の分化節億に接近して雌花が分化し，高温長日に移した時ほ短日回数が長い方が安定していた・  

とのこ．とほ，高温短日下では日長誘起されても雌花分化に進まないこと，短日期間の方がその後の長日期間よりあ  

る程度高温紅おいても雌花誘起に差支えないであろうことを意味する，これほ高温下でほより短日条件が必要と  

いう意見（30）に共通しているが，短日下の方が長日下より低温が望ましいとする忠見（47）とほ異っていた・更に・この  

実験から短日下と長日下の適温ないしは高温限界ほ差があることを示唆している・こ・の意味でも温度上昇期の短  

日処理より，温度下降期の短日処理がより効果的であるのほ肯定されるであろう・   

品種についてみると，用いた3品種とも短日処理時期あるいほ処理回数を変えて－も，雌花誘起の働計方ほ共通  

しているように理解される．しかし，短日処理期間の平均気温240C程度の場合，白菊塵と早生果皮ほ処理効果が  

あらわれない株を生じたが，会津早生は明らかな短日反応があらわれ，短日反応のあらわれる温度範囲が広いこと  

を示した．Mc Millan（36）は北緯19～34皮で生育したⅩanthiumについて調べ，花の間隔を短くするために・北方産  

ほ高温が，南方産ほ低温が望ましく，限界日長と花の分化の関係も異ってくるこ・とを指摘したが，この考え方は日  

本カボチャの雌花分化に・対する日長反応に・も適合されると理解される・   

以上のように．，多くの実験を通じ短日処理時期紅おける花の分化，発育段階と，雌花のあらわれる節位との関係  

紅ついては，変動的で，＋－－・定の固定的関係ほみいだせなかった，即ち，日長紅感応する菓面積をもった幼苗期にお  

ける6～14回の短日処理に．おいてほ，短日処理終了時の花のPIimoIdium節位から2～7節発育上昇して雌花と  

なるべき花が分化し，解剖形態的に・雌花と判定できるのは8～13節発育してからであったが，短日処理をおそくし  

た大西処理，またほ短日処理日数の長い場合は，短日処理中または処理終了直後に雌花となるぺき花が分化，発育  

している事例も認められた，しかし，20回以下の短日処理では花弁形成期以上で雌性化するものほ見当らなかっ  

た，このように層召処理期の花の分化節位と雌花郵政の関係ほ，蔑の景的・質的発育条件と温度環境など旺よって  

動くものと考．え．られる・これらからみて，日本カポチ・ヤにおける雌花分化に対する日長反応は，温度などの条件に 

影野されながらも，本質的にほ日長誘起的な働き方であると結論され，後述する西洋カボチャなどの温度反応の  

働き方とは異るものと理解される．  

Ⅴ．摘  要   

日本カボチャ，品種白菊座などを用いて，雌花分化に・影響する短日反応，とく紅その働き方と関与する要因紅つ  

いて研究した．  

1・・短日下では平均気温23◇Cまで雌花節位は低いが，長日下では平均気温140Cでも雌花ほ高くなる処から，  

日長の影響が強いことを結論した．   

2・6～14回の短日処理後，雌花分化までの節数期間は一足ではない，多くの場合は短日処理終了後2～7節  

発育して雌花が分化することが多かったが，大苗などの場合では短日処理終了時に花弁形成段階まで雌花紅なる  

こともあった．   

3・短日処理ほ子葉ほ感応せず，本葉6c戎以上，第1本葉半展開の時期から処理を始めることが有効である．   
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4．短日処理（長い暗期）の回数は，楽面積が十分である場合，2回で感じ始め6～7回で確実になったが，発  

芽直後からの短日処理でほ，180C以下でほ長い回数が必要であり，20～230Cが最も短く10回程度で誘起された・   

5．日長時間の長さは，最低明期4時間，暗期12時間で，酉の発育と雌花分化からみて最も望ましい組合せは  

明期8時間，暗期16時間であった．   

6．二平均気温10～200Cで短日処理した場合ほ，温度が高い程雌花節位ほ僅かに高くなったが，270C以上では  

短日の効果はあらわれなかった．．240C前後の短日処理でほ，白菊座ほ短日処理の効果を認めない個体が生じたが，  

会津早生は明確に層日の影響があらわれ，早生黒皮は中間であった・   

7．短日処理中低温から高温に移すと，終始低温またほ高温においたものより雌花節付が若干上昇した・しかし  

高温から低温に彩Lた場合ほ雌花節位の上昇ほなかっれ   

R やや高温下で短日処理した場合，そのあとの長日条件が低温の場合ほ高温の場合に・比べ雌花節位ほ低く，  

短日処理回数ほ少なくてよかった．短日誘起時の温度ほ長日下の雌花分化時の温度より高温で差支え・ないことを  

示唆した．   

9．日本カボチャの雌花分化に働く日長反応ほ，日長誘起的であることを結論した一・  

第三章 西洋カボチャの雌花分化に対する温度反応に・ついて  

‡．緒  

多くのウリ類の雌花分化ほ，温度と日長の両作用をうける場合が多い（2，10，20，40・59，62）・しかし，冬～春の栽培，  

とくに速成ないし早熟栽培で，幼苗期に自然の短日誘起をうけて．いる場合は，あと温度の反応だけが雌花分化を  

支配するこ．とになろう一．とくに日長反応より温度の反応を強くうける種類（40）でほ当然である・  

クリ類の雌花分化の調節を目標とした研究においては，その作物の望ましい雌花節位を想定し，それにもって  

ゆく能率的な管理体系を前提として，環境条件と雌花分化との関係をあきらかに・することに基盤をおく必要があ  

る．   

この観点に立って，西洋カポチ・ヤ（C．maximaDuc＝ESNE）の雌花分化に及ぼす温度の働き方を分析した・こ  

の作物を選んだのほ，経済栽培のクリ類のうち段も高緯度地方で育成され，従って巌も長汀下において温度の影  

智をうけながら栽培改良されてきたが，近年境地で早熟栽培が増加してきたことから，温度の反応を解析するの  

に適当，かつ必要な作物と考えられること，育苗中比較的早く花が分化するので温度の規制が容易であることに・  

よる．   

この研究のために．ほ，花の分化 発育状況を解剖調査し，温度環境の変化紅伴って動く雌花節位との関係を捕  

えることが必要なことほ当然である．  

ⅠⅠ．実験材料および方法   

西洋カポチ・ヤの品種，赤皮甘栗（打木），芳香（東京）近成芳香を用い，ガラス室内電熱加温の高温区と無加温  

の低温区について，またはそれの時期別移転に伴う雌花の動きを追跡したい   

苗は発芽直後直径15仇の素焼鉢に鉢上げして処理を行い，4～5葉展開の頃本間に定植し，つるの発育をまっ  

て雌花を確認した．   

花および尭の分化状況についての解剖調査ほ，時期別に・，あるいは処理転換する毎に・，生の材料について記録  

した．   
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多くの場合，1区10本とし，日長反応は前述の日長反応の実験に準じて行った．  

瓦ⅠⅠ．実 験 結 果   

（1）温度と日長の組合せ   

本葉1枚展開時から，温度の異った条件で，短日・長日条件で育苗し，親づるの第1雄花，雌花の動きをみる  

と（第24表），第1雌花の動きほ，温度によって判っきりした動きが認められたが，日長紅ついて差を認めたのは  

1例にすぎなかった，即ら，温度を低くすること紅よって，長日・短日両条件とも，雌花節位を下げることは可  

能であるが，日長を短くして．も温度が高ければ雌花節位ほ上昇する，この意味で，西洋カポチヤの雌花分化は温  

度が決定的要因と考え．られ，日長の影轡も若干ほ認められるが，実用的にほとくに配慮する必要がない程度であ  

ると結論される．  

第24表 西洋南瓜の育苗環境と雌花のつき方（芳香，親づる）  

気 温  
第 1 雌  花  節  位  
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第4図 温度変化を与えなかった場合温度と雌花節位  
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（2）温度と雌花節位の動き   

人為的に温度変化を与えなかった場合について－，温度と第1雌花節位の動きを総括したものが第4区lである．調  

査した11例紅ついて，最低気温，平均気温，叡高気温のそれぞれとの関係を図示すると，最低気温との関係が最  

も乱れが少なく，その関係ほ，log．γ＝0一・78＋0・023一方（但し，．γほ親づる琴1雌花節位，方ほ最低気温の平均）が  

計算された．これから，第1雌花平均10節のため匿轢最低気温100C，12節のため紅ほ約120Cで育萌することが  

望ましい，それ以上の高い温度環境でほ寛1雌花を12節またほそれ以下につけることほできないことを示してい  

る．′（品種またほ栽培時期別に．みると，芳香に．比べ赤皮甘栗が，春作に比べ秋作が，同じ温度でもやや雌花節位が  

低い傾向がうかがわれる）雌花分化に必要な最低気温の南限ほこの附近に設定できる・  

（3）高温から低温に移した場合の雌花の動き   

2月9日発芽鉢上げした赤皮甘栗について，生育の始め高温条件で育て，籍25表に示す時期から順次低温条件  

に移した場合の雌花のつき方は，第26表，算5図の通りであった．なお，この場合，高温・低温区の目梗温度はそ  

れぞれ，最高気温300Cと20～250C，最低気温14′－16OCと8～120Cとしたが，実測した最高・最低気温ほ第6  

図のようで，苗ほ4月13日定植した．  

算25表 温度転換時における調査（親づる）  
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第5図 高温より低温に移した場合の雌花のつき方  

算26表 節位別雌花のつき方（親づる）  
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雌花のつき始める節位ほ温度転換の  

時期と全く比例し，早くから低温に．お  

いた区は低節位から，遅くまで高温償 

おいた区ほ高節位になった．この節位  

を温度転換時の花の分化・発育状況（第  

25表）と比べると，雌花最低節位であ  

るC区の9｛ノ10節，D区の11～12節ほ，  

ガク片形成期（図版1の（6〕右側第7  

節）に．，発1雌花平均節位であるC区  

10．8節，D区12．．9節は，はば花の  
2月15 20  

25 
3月 

20 25日  

籍6図 処理期間中の温度（実線高温区，点線適温区）  

PIimoIdiumの節位（図版1の極））紅  

相当していた．このことほ，西洋カポチ・ヤは高温から低温紅移した場合，転換時の花の発育が，ガタ片形成以上  

に．進んだものほ雌花化できないこ．と，花の姶源体附近が最も雌花化し易い節位であることを示している．これほ，  

雌花分化に対する低温の働き方が，低温を与えた時の花の分化発育段階と直接的に．関係することを意味し，温度  

転換紅よって1雌花節位を決定する場合の基準となるものと認められる．   

雌花がつき始めてから以降の雌花密度については（第27表），温度転換がおそい（低温期間が短い）E区を除き，  

大きい差は認められなかった．従って額づる20節までの雌花数は，第1雌花節位の高低に．反比例した・・  

（4）讃令と菓・花の分位節との関係   

比較的発育紅恵まれた高温環境乾生育した苗紅ついて，蔑の大きさを本葉展開葉数であらわした場合，宙令と  

菓・花の分化最上節位との関係は，芳香葦7図，第28表，赤皮甘栗第8図，第29表の通りである．  

第27表 雌花数，雌花密度  
親づる分化葉数  
針＝6ノ87＋364芳   

20節まで雌花数l雌花間節数  25  
′′む‾ ′′X′親づる花の始源体  

ダ′ ′ y＝1・8L＋3→光悦  
メ 

分 布l平 均l分 布】平 均  

20  
節  

15   

位10  

′ケ○  

′ 

β′ダメx 一′ム  
。 PI 

．♂  メ1  
ヽ ・ 
・・ ・ 

！ノ 
△′ 
A 羊一  

〆  

わ一  

ケ   

′Y  ′〆  

′ナ  

0 1   2  3   4  5  6  

苗の大 き き（展開基数）   

弗7図 箇の発育と共・花の分化（芳香）  

4月13日まき 高温条件1957   
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第28表 調査個体の発育状況（芳香）  

4月13日種まき 4月21日発芽  

菓の分化節軋親  

車サ′一♀  
もー  
ぺ・   ′ ′  
花の給源体節故  ク

 
9
′
 
転
 
′
 
 

キ‘レモ：ニ今    ′   

■′  ′   ′′  
′ 一   勺  

メ′′ ′■  

事′  
′ ′  一  

メ′′  ′′  ′′   
′  ろ′  

メー′  ′ 一  
′  

＿X 翠の分化節位   

＿メ花の始源体節位  
′あ一  ー腑  

．ヤ  

ー  
′   

≠・  

一一   
メ・・■  ．メノ  

8  9  6   7  3 5  

苗の大きさ（展開葉数）  

0   1  2   

弗8図箇の発育と柴・花の分化（霊宝基茸） 1655   

この時代に．おける親づるの某・花の分化の進み方ほ，本葉1枚展開に・つき芳香は3・6～3・8節，赤皮甘栗は2・4～ 

2．3節であり，芳香の子づるでは2．4～2・7節で，親づるより約1節おくれていた・   

この関係式を，前節であきらかに．した高温から低温紅転移することによって雌花化する節位（花のPI■imoIdium  

の節位とおいて差支えないであろう）とあてはめると，希望する雌花節位を得るために高温から低温に転換すべ  

き酋令を決定することができる．即ち，親づるで10～12節を目標とする場合，芳香では2・0～2・5葉期，赤皮甘栗で  

は2．5～3．0索期がそれに該当する，この場合，子づるの第1雌花は極めて低節位（何れも3節前後）に・なる処か  

ら，子づるの低節位摘花が必要となろう，また，親づるを摘心して子づるを収穫の目的とする場合は，温度転換  

時期を子づるの雌花イけぺき節位に．あわせる（例．え．は芳香で，子づる7節に雌花をつけ始めるとすれば3ハ5来期）  

必要がある．   

しかし，子づるの花の分化は，単勢または株間の広さなど子づるの発育条件によって若干の動きが予測されるノ・   
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発芽当初から低温条件で育商した場合（第29表）ほ，苗の発育がおそく，莫面積が小さいだけでなく，宙令に 

対比して花の分化発育，とくに発育の段階が著しくおくれて．ゆくことが明らかである 

第29表 赤皮甘栗苗の発育と薬・花の分化  

葉面積は展開葉の合計，黄点ⅠⅡⅢ・‥は第1葉，第2菓，第3莫…を示す 

親づる，子づるについて，雄初ほ堆ずい初生節位，花始は花の分化節位，黄ほ分化乗数を示す 

（5）低温条件の苗を高温に移した時の反応   

低温条件で育萌し，雌花がよくついた本葉4菓の  

赤皮甘栗苗を，本田に定植後，高温においた場合  

（最高気温平均30．10C，最低気温平均10・lOC，最  

高気温の極380C，籍9図の点線）ノと，適温に管理  

した場合（最高気温平均23．90C，最低気温平均 雌 

8．60C，最高気温の植3lOC，第9図の実線）につ花  

いで比較すると，雌花の着雷数（何れも太線）は， 呼  

定植前に花が分化したと推定される6～15飾の範囲  

でほ差がないが，それより高節億では高温区は明ら  

かに減少している（第30表）．定植した本葉4葉宙は  

籍15節が花のPIimoIdiumの節位に相当するので，  

低温から高温に．転換するこ．とに・よって雄性化する節  

節  化  

第9図 定植後の温度が雌花の分化・発育に及ばす影轡  

位ほ，前述の高温から低温に転換することに・よって  

雌性化する節位と極めて近似していることが明らかである・また同時に，低温下で将来雌花として発育するであろ  

う PIimoIdium以上に発育した雷は，形態的に雌・雄決定前であっても，雄性化しないことを意味する・即ら，  

西洋カポチ・ヤの雌・雄花分化に対する温度の働き方は，可逆何れとも，花の分化発育上の同程度の節位から反応  

があらわれるものと結論して差支えないと考えられる・   

また，雌花着蕾数のうち完全開花数（第9図，何れも細線）は，適温区に比べ高温区は6～14節で減少し，と  

くに6～10節では凡て落雷している．すでに花または雌花として発育を始めた花でも，高温がその発育に・不良環境   

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



ー29 －  

であることを示している．とくに．発育の進んだ蔚はど著しい．  

算30表 4柴酉定植後高温処理の影響  

Ⅴ．考  察   

西洋カボチャの雌花分化には，日長の影響ほ儲かで，温度の影響が強く，実用的な雌花節位を確保するために・  

ほ，温度の範囲で調節できる．温度変化を与えない場合，温度と第1雌花節放とほ正の関係があり，平均気温よ  

り最低気温（夜温）がより密接な関係を示した，このこ．とはカボチャについてはNitchら（40）が，他の作物につい  

ても多く認められている（12脚，叫処である．最低気温と貨1雌花節位とほlogγ＝0・78＋0・023・方が討辞されたが，  

品種栽培時期紅よって偏りがみられた．   

概括的にほ，親づる第1雌花を10～12節とした場合，．最低気温110C前後と推定され，この附近が実用的に望ま  

しい節位に雌花を得るための高い限界であり，一方宙の発育からみて低い限界ほ．7～80Cと考え．る・   

これらの基本的な雌花の動きほ．C．pepo，aCOm SquaShの場合（17・40）と似ているが，aCOrn SquaShでほ短日  

下で，最低気温100Cで16臥170Cで20節であったこと（40）と比較すると，本実験の西洋カボチャの雌花節位が明  

らかに低い…   

発育の初期，高温に．おき，あと低温に．転移した場合，その転換時期と雌花節位は直接的に関連し，温度転換時  

の花の分化発育段階，花のPIimoI・diumの節位と密接に関連して雌花があらわれるととは，前章の日長の誘起  

的な働き方と異るものである．   

この場合，雌花分化に及ぼす温度の影響ほ㍑直接的”と表現したのは，花の分化段階の節位と直接的に．関連し，  

その節位は固定的で変動が殆んどない処から㍑直接的”と表現したもので，温度転換と解剖形態的な雌花の性の決  

定節位とは完全に値結しているわけではない．即ち，花の分化の，極く初期段階の節位から花の性に．影響があるの  

であって，雄ずい形成ないしは柱頭初生節位までは5～6節の隠りがあり，その発育所要日数ほ．普通7～8日に．  

相当する，従って，温度処理と花の性の決定とは，これだけの間隔を保って“層接的”であるという意味である．   

別紅，西洋カボチャ，日本カボチャ，キュウリ，メロンを対象に，エスレルを撒布処理して雌花分化を調査し  

た場合，撒布時の花の分化，発育段階と雌性化する節位との関係ほ，温度の場合より更に膚接的であって，雄  

ずい形成ないし柱頭初生段階の節放から雌性化するこ．とが明確である（63）．これに．比べると温度反応ほ雌性化に．  

化時間”が必要であるこ．とを示している．   

苗の展開英数からみた大きさと，花のP工imoI・dium節位との関係を図示し計辞した，これほ温度転換によって  

性の動く節位に．該当する処から，希望する雌花節位を得るために，温度転換すべき時期，箇令を決定する一山つの  

基準となろう，上述の通り，温度転換と性の動きは，ある間隔をおいて㍑直接的”固定的である処から推して，誤  

りの少ない拠り所と云えるであろう．   

西洋カポチ・ヤ芳香では，親づる結実の1番果の大きさは票数×菓面積，即ち，積算葉面積で支配される，葉面  

積を8～13節の葉の横径×縦径であらわした場合，第1番果の果垂と莫面積または着果節位の間に．ほ，何れも1   
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％レベルで有意な正の相関を認め，その関係式，，γ（果重，ダ）＝247．6＋1．7．方（葉面積，C諸），または．γ（果蛮，ダ）  

＝96．5．方（着果節位）－457．5から，700～800ダの果実を得るために．は，莫径18cm，着果節位12節が必要と計算され  

る．従って親づる12節から結実させてゆくために．10～11節から雌花がつくことが望ましい…こ．の観点にたて－ば，本  

葉2枚展開の苗令から雌花分化適温常おく必要があり，それ以前ほ雌花分化より，酉の健康な発育を考えて，やや  

高温に・おいて差支えない・このように初期高温にすることは，子葉および第1′・一2菓の大きさ，根群の発育など  

を強大に・し，それに・よって宙の質を向上するこ．とができ，－・方，低節位雌花を抑制し，育苗日数を短縮することも  

できる・同じ節位に・寛1雌花をつけるとしても，－・定温度で管理する場合に．比べ，高温一低温に変化させる管理方  

法が，育苗ほ能率的で，目標節位に雌花を得ることが容易であると考．え．る．   

しかし，このような管理に．おいて，親づるの望ましい雌花節位と子づるの望ましい雌花節位とは両立し難い発  

育事情を指摘した，栽培目的に．よって温度転換時期を考慮する必要があることは当然である．   

さら紅，西洋カボチャでは多くの花が分化・発育した酋でも，その時分化する花の性ほ，その時の温度条件紅影  

額されるもので，ある苗の大きさあるいほ雌性化体制になれば，あと高温にしても雌花のつき方は動かないとい  

う節成り性キユクリの場合（1与・21）とは異っている．これは雌性化体制，節成り性について－のらがいに．よるものであ  

ろう．  

Ⅴ．摘  要   

西洋カボチャ3品種を用い，雌花分化に・影野する温度条件，とく紅温度変化に．よる雌花の動きについて潮究し  

た．   

1・種々の温度条件で栽培した場合，温度と雌花節位は比例し，雌花節位（．γ）と最低気温（．先）とはlog．γ＝  

0・78＋0…023方の関係が計算された．   

2・生育の始め高温におき，ある時期から低温（最低気温8～110C）紅移すと，低温に．移した時期に．比例して 

雌花節位が動いた．   

3・この温度転換によって雌花化する節位ほ，温度転換の時，花のPIimordiumからガク片初生の段階の節位  

にあたっていた，従って温度転換から形態的紅雌・雄花が決定する節位まで5～6節，発育所要日数7～8日に．  

相当し，固定的であった．   

4・低温から高温紅変化させた場合，雌花が減少する場合も，高温から低温に移した場合の節位と同様であっ  

た．   

5・苗の発育（展開菓数，ズ）と，花のPrimoIdiumの節位（．γ）との関係ほ，親づるで，芳香，γ＝1．飢＋  

3・80∬，赤皮甘栗一γ＝4・91＋2・31・ガであった・これを基準として，適当な時期紅高温から低温に．移すことによっ  

て，雌花のつき始める節位を調節することができる・親づる10～11節から雌花をつけ始めるために，普通2尭期  

から低温に．することが望ましい．   

6・以上から西洋カボチャの雌花分化に及ばす温度の影韓は，温度転換時紅おる花の分化発育段階と密接に関  

係をもった直接的な働き方であることを論じた．  

第四章 スイカの雌花分化に対する温度反応について 

Ⅰ．緒  

西洋カボチャと同様の趣旨で，スイカの雌花分化についての温度の働き方と，それに伴う能率的な管理技術の   
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考え方を誘導する目的で実験を進めた・   

スイカほ低節位の果実ほ収穫の目的に合致しない（28，29），その意味で，クリ類のうちで最も高い節位から果実を  

っけ始める種類である．従って，温度管理の実験ほ，収穫を目的とした雌花の分化条件をどのように設定するか，  

栽培圃場に．おける保温資材の温度管理と関係づけて検討する必要がある・そのため，基本的に・ほ雌花分化に対する  

温度の反応を明らかに．するとともに，目的の節位に健康な雌花をうるための基礎的条件の設定について，とくに  

配慮した．  

Ⅰ‡．実験材料および方法   

一腰的雌花開花の特性調査に．ほ，赤肉普通系の2へ／12品種を用い，調査個体数を極力多くとるとともに，その  

平均的性格を求めるよう努めた・   

温度反応に対する実駅には，品種富久光を用い，本葉3・5～4葉蘭を定植した後，135cm，0・03瀾の、’ミリエチレ  

ンでトンネル被覆し，密閉した高温区（僻天の日中，最高気温50～520C）から，トンネルの裾を開放した低温区  

（最高気温25～300C）に．，時期別に転換する区を設けた・   

温度転換時の植物体の解剖調査ほ，その時期の展開斐を基準として花の分化段階を記録し，雌花開花節位と比  

較した．  

Ⅰ‡Ⅰ．実 験 結 果  

（1）自然栽培時期による雌花の動き  

1959年3月から8月末まで，4回棲まきして（3月まきほ温床育軋 4月定植して油紙キャップを被った，そ  

の他ほ露地直まき），親づる，子づるの第1，2雌花節位の動きを調べた（第10図）・   

3月から7月末まきまでは雌花節位ほ上昇し，8月末まきほ低下している…それぞれの時期について雌花針他の  

花の分化期ほ調査していないが，積まき後約1  

カ月の温度（雌花節位の変化と，その時の温度  

による生育差は比例しているから，おそらく親  

づる第1雌花分化期に．近いと推定される）を比  

較すると，はばその性格ほ明らかである・即ち，  

雌花節位の動きと温度とは比例していて，雌花  

の分化に．温度が強く影響しているであろうこ  

と，温度を調節すること把．よって雌花節位を決  

定するこ．とが可能であろうことが推定される・   

しかし，細かくみると，5月まきと8月まき  

から，8月まきは温度は高いのに雌花節位ほ低  

い，このことほ温度以外，おそらく日長の働き  

があるであろうことを示唆しているが，その働  

きは僅かで，雌花節位は温度管理の範囲で調節  

できそうである・   

3月，5月，8月の種まきのものは，雌花節  

位は何れも着果始めの目標節位より低いと思わ  

れるが，7月未まき（花の分化頃，最高気温乎  
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均320C，最低気温平均220C）でほ，親づるの第1雌花ほ19節，子づるほ13節で，この環境の着果節位としては，  

すでに高すぎる程度である・  

（2）植物の発育と花の分化状況  

1961年春，定植苗および定植後の植物に．ついて解剖調査したものを，植物の発育との関連して図示すると籍11  

図の通りである．  

1  2   

了つるの大きさ   

4  5  6  7  8  9   10 11  

蘭の大きさ（展開基数）  

第11図 商令と菓・花の分化状況 1961  

定植後の葉および花の分化の進み方は，親づるに・ついて本葉8葉展開までは，本葉1枚展開毎に平均3節分化  

していて，西洋カポチ・ヤの育苗中の進み方に近似していたが，子づるについてほ，子づるの葉1枚展開毎紅葉・  

花とも紅7節という親づるの2倍以上の速さであった・即ら，第1柴が展開前，つる長1・2～1・5c澗のもので花の分  

化は11節，第1葉が展開したつる長5Cmでは16節の花が分化が始めているなど，額づるに比べ外観的に小さい時  

から，より早い速度で分化が進んでいるこ．とが注目される・   

早熟栽培で雌花目標節位を，親づる20節以上とした場合，花の姶源体は6・5葉期に，子づる15節とした時，子づ  

るの展開葉1葉期に分化を始める，従って，本菓4枚前後の酋を定植した場合では，定植後トンネルまたはキャッ  

プ被覆中の早い時期（通常，定植後10～15日頃）が最も重要な花の分化開始期に相当する・更に，本葉11葉展開  

（定植後およそ20～25日）では，額づるで32節まで花の分化が進んでいることから，早熟栽培で被覆を30日とし  

た場合，その栽培の主たる収穫をあげる仝雌花は保温被覆下で分化すると理解される・   

ぉそい栽培・で，着果始めを親づる15～17節としても5・0～5・・5葉期が花の分化期に相当する∴おそい栽培では比較  

的若宙を定植する処から，定植後暫くして花の分化を迎え・ることは早熟栽培と同様である・   

また，ハクス促成栽培でも，摘心大苗を密植し，子づる15～17節（花の分花期，子づる1葉期）に蘭実させて  

いるので，定植後暫くして花の分化期になる・   

このようにスイカでは育苗中に．収穫目的の雌花が分化する栽培は見当らない，その意味で定植後の保温管理は   
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雌花分化に．重要な影響をもつものである・  

（3）高温から低温への変化による雌花の動き  

1964年，品種富久光の均一・な本葉4巽西を，4月14日紅定植し，13500，0・・03wのポリエチレンフィルムでトン  

ネル状に密閉し，   

A区 4月25日からトンネル裾を昼夜とも開放   

B区 5月5日から同様に．換気   

C区 5月15日から同様に換気   

の3区を設け，5月18日トンネル除去，一・般栽培に準じて栽培したものについて，雌花節位，開花，結実状況を  

追跡した．密閉中の気温は策12図の通りで，晴天の日中，最高ほ500Cを若干超えていた・  
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寛12図 密閉トン／ネル内の気温   

i．雌花節位に及ぼす影響  

各区の子づるについて，換気時期の展開葉を基点として雌花開花の節位別分私つるの発生基部またほ基点か  

らの節位数，換気時期の花の分化発育状況などを一億に・すると第13図のようである・   

換舅按分化   
第1雌花ヤ均節位  

換雲く後平＃j 全基数平均  

143  164  

換気前  
区 展開基数  

154   196  

155   265  

C －  K － P－G．P  換繋時花の分化発育状況 ＋  決定  

第13図 節位別雌花開花と換う丘時の分化，発育との保＝系  
G．P：つるの成壬と卓 P：primordia K：ガタ初生 C：花ベン初4   
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雌花節位の分布をみると，A区9～10節，B区7節，C区1～4節というつき方と，各区共通して12～17節紅  

集中してつくものとがみられる・前者のつき方は，その節数に換気前の展開葉数を加えると，A区11～12，B区11．2，  

C区12～15節となって，各区はぼ共通節位を示す処から，温度処理とは関係なく子づるの着果習性紅従って分化・  

発育したものであろう・しかしこの雌花数ほ多くはない．後者のつき方紅ついてみると，換気時の展開葉僅から  

12～17節（各区の平均値で14．3～15．5節）紅，はぼ共通している処から，これは高温から低温に温度転換するこ  

と紅よって－・斉紅雌花が分化したものと判断される．これを換気始め紅おける花の分化・発育状況と比較すると，  

花の始源体ないしガク片初生を中心にした極く狭い発育範囲に．該当し（図版2の（3）～（6）），花弁初生以上（図版2  

のこ8）・（9））では雌花とはならない1・このことほ，西洋カボチャ匿おいて，高温から低温に．転移した場合の雌性化す  

る節伐と共通して－いると認められる 

ii・雌花謂花・着果に及ぼす影響   

各区10棟当りの雌花開花，開花日毎の酋巣状況を加牒曲線であらわすと算14図のようであった．  

算31表 雌花開花・着果期  

区雌 花 最 盛l着 果 最 盛  

換気後26～30日  

24′－29  

19～24  

換気後28～38日  

26′～34  

21′｝27  

2123252729312 4 6 8101214  
5月  6月  

貨14図 雌花数，果実数調査（各10株当り）  

早くから換気したA区が最も早くから開花し，次いでB，Cの順になって，雌花開花時期は換気時期と密接な  

関係が認められる．   

雌花調花数は，発生するつる数と比例する（28）処から，おそくまで高温に．おいた区はど，雌花ほ揃って多く開花  

する。果実の結実傾向も雌花開花の動きとはば－・致している．   

各区の換気時期から雌花開花・着果の最盛期までの日数は第31表のように．，温度が高くなって換気する程，そ  

の日数ほ短縮する．   

しかし，その後4カ年，同様な管理方法で調査した時，雌花開花・着果状況をみると（算32表，第15図），雌花開  

花と着果状況はは接比例するが，雌花開花そのものが，年によって相当大きい変異がうかがわれる．それぞれの年  

の換気始めから雌花1株5花開花（平均的な着果最盛期と考える）までの所要日数と，その年の天候との関係紅つ  

いて解析してみると，最高気温またほ噸天日数との関係があきらかで，これを旬別に．図示すると（第16，17図），  

何れも換気を始めた10日間について，その関係が認められる．即ち，最高気温についてほ7■＝－0・878詳，．γ（開花ま  

で日数）＝80．6－2，．2．ガ（最高気温の平均），府天日数は′＝－・0．962準群，．γ＝42．53－・1・47・方（10日間のうちの晴天日  

数）の関係が計静され，平均して最高気温1◇Cにつき2．2日，晴天日数1日紅つき1・5日の動きがあるといえる・  

その後の気温またほ晴天日数とは何れも相関ほ認めない，算18図に示すように，この頃ほ急速に・暖かくなること  

から，換気始めの天候がつるおよび花の発育紅最も影轡するからであろう1・   
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第32表ト ンネル省力栽培の実績  

開花日別着果数累計  雌 花 数 累 討   
年次 定植 換気始 品  

31月6 5  10 15  20日   316月 5  10 15  20日  
－ I 3

 
 3
 
3
 

4
 
6
 
 
 

2
 
2
 
 
 

■ 
5
 
1
 
 

－
0
 
6
 
 
 

2
 
1
 
 

3
 
4
 
 

Ⅰ
6
 
0
 
 
 

1
 
 
1
 
 

5
 
8
 
6
 
5
 
 
 

0
 
6
 
 

1
 
 
 

章
光
 
 
 

久
 
 
 

日
富
 
 

4
 
 

5
 
 

1967 4‖21  

5
 
8
 
 

－
8
 
6
 
 
 

1
 
 
1
 
 

－ － 一 
（
U
O
 
－
．
∂
 
 

4
 
4
 
 

4
6
3
9
 
 

6
 
4
3
 

家
光
 
 

久
 
 
 

日
富
 
 

2
 
 

5
 
 

1968 4．．19  

46  70  

28  71  

日  章  
．パイかニヤ  

1969 4い22  5．2  

雌花数・着果数ほ10株当り  

換 気 始 め か ら の 日 数  

算15図 雌花 開花 の年 に．よ る 差（数字は昭和年号）   
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く）  

換舅前1旬  換気始11り  その後1旬   

第16図 最高気温平均と開花所要日数（換気始から雌花株当5開花まで）  
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30  

第17図 晴天日数と開花所要目数（換気始から雌花株当5花開花まで）  

上  中   下  －′f  中  下  

4月  5月  

第18図 旬別気温比較  

（4）高温処理試験   

ポリエチ・レンフイルムによるトンネル密閉下で，政商気温500Cを超え．る温度に遭遇するとすれけ－，高温障害の  

発生，とくに．その高い限界と障害防止策に・ついて－検討する必要がある”  

ilガラス張り定温器を用い，本葉4葉苗（実生で，虐径9Cmのジープイポット鉢植）を48～540Cに〉1日4  

時間づつ2日処理して葉紅対する障害を調査した（第33表）。この場合，定温器内を乾燥状態においた区と，温水  

盤を入れて可及的多湿紅おいた区についてみると，乾燥区は500Cで1部障害があらわれたのに・対し，多湿区では  

520Cまで障害がなく，洪OCで1部には日焼状高温降雪があらわれた・別の実験でも本葉4葉蘭を550C乾燥状態  

で処理すると枯死している処から，この附近が高温限界と認められる1・   
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第33表 高温処理（ポット試験）  ii本葉4葉常を定植した－・般的な早熟トンネル栽培で，ト  

ンネル材料による高温障害のあらわれ方を調査した（第34表），  

新しいポリエチレンフィルム，とく紅有孔（3甜平方紅直径2  

謂況の孔のあるもの）のポリ・エチ・レンフイルムが最も安全で，外  

観的発育は健全であり，正常に潜実した．しかし，古いポリエ  

チレンフィルムまたほ光の透過がよいビニールでは，高温障害  

紅よる生育不良があらわれ，とくにノービュースは．菓が黄一白  

色に．なり，〉つる先の新薬は萎縮して，つるの生長ほ極めて悪く  

温度】乾 燥 中湿 潤 区  

温度処理1日4時間づつ2日処理  

なった．  

第34表 密閉無換気の場合トンネル材料とスイカの発育  

品種 富久光4月25日定植，トンネル巾135珊，マルチ・ングなし  

このような保温資材による高温障害の差異ほ，トンネル内面に附著する水滴のつき方，それによる光の強さな  

どの差に．よるものであろうと観察された．  

ⅠⅤ・考  察   

スイカの雌花のつき方軋ついては，日長の影轡を推測（28），実証（53）した報告があるが，スイカの雌花の動きは温  

度がより影響的で，しかも，収穫目的とする雌花節位は通常クリ類のうち最も高い節位を目標としている（29）処か  

ら，雌花のつき方は温度の反応のみなもって調節できると考えて差支えない．また，収穫目的の雌花の分化は，通  

常，親づるほ本葉6菓前後，子づるは子づる1菓期に．当り，定植後の保温管理が雌花のつき方紅影響する作物で  

ある．   

定植後の保温管理に．おいて，密閉した高温条件から換気した低温条件に移した場合，雌花発生節位と温度転換  

時の花の分化・発育との関係は，西洋カポチ・ヤの場合と同様に，転換した時の花のPIimoI・diumないしガク片初  

生を中心とした狭い範囲から雌花がつくことから，西洋カボチャと同様の意味に．おいて，温度転換と雌花分化は  

直接的に．関連していると考えて差支えないであろう．   

雌花分化に対するエスレル処理ほ，西洋カボチャとスイカは反対であった（29）が，温度の反応ほクリ類共通の働  

き方と類推できることは興味あるこ．とである．   

ただ，高温下においても，子づる12節前後に若干の雌花があらわれた．．これは第一・雌花として基本的についたも  

ので，高温管理に耐えて発育開花したものである．子房の小さい素質の劣る花であったが，蕾の発育紅対し西洋  

カボチャおよびトマトその他の作物（12・41）に比べ，高温に強いこ．とを示している．   

スイカは低節位の結実ほ，果実の品質，収量の確保の両面からみて望ましくない（28・29〉。この場合の低節位とは  

環境条件に．よって動くもので，露地低温期紅花と果実が発育する早熟栽培では節位をあげ（親づるで20節以上，   
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早く発生した子づるで15節以上），比較的暖かくして一括芙するおそい栽培またほ被覆下の促成栽培でほ，やや低い  

節位（親づるで15節以上，子づるで12節以上）が望ましい．このような節位から雌花数を確保し，果実の品質をよ  

ぐする条件を，栽培管理の面から能率よく設定することが必要である．   

収穫を目的とする雌花ほ定植後暫くして分化することを明らかに．した．従って定植後，目的の雌花か分化するま  

でほ高温におくこ．とに．よって，初期の発育を強くしてつる数を増加し，その後換気して健康な雌花を準備するこ 

とが望ましい，こ．れは同時に．，不必要な低節位結実を防止し，トンネルの保温管理の省力化にも合致することに．  

なる．   

この場合，高温の程度と期間が問題になる，高温ほ菓紅対する障害，日焼けが，トンネル内の湿度，光の強さ  

紅関係していることを考慮すべきである．即ち，トンネル被覆材料の内面に水滴が附著して一員った場合，光線を軟  

げて（58）トンネルほ無換気，密閉状態にしておいて差支えなかった．こ．のような高湿度条件でほ，最高520Cまで耐  

えられると考える．これほ気孔の開閉，蒸散の多少なども関連するからであろう．そのような条件にあう保温資材  

を選ぶことが，定植後の活着をよぐすることとともに，この栽培管理の前提条件に．なる．   

また，換気始めの時期が，その地方の晩箱の心配がない時期に．なるのであれば（最低気温平均90C前後），換気  

方法は昼夜とも開放して差支えなく，従って，†ンネルの管勤ま，密閉一関放という最も省力的管理が可能であ  

る．   

高温期間ほ長い程，雌花数は増加するが，雌花節位は上昇し，開花期がおくれ，果実の品質にも影響してくる〈29）  

従って，早く発育した子づるが1－2葉展開する程度の時期，本葉4葉蘭を定植して10～15日間位が適当と考．え．  

る・反面，換気から雌花開花までの日数を，その時の天候と関係を試節した．これらから検討して－，目標収穫期に  

合致する雌花開花期がえ．られるよう，栽培時期を設定してゆくことが能率的である（29）と考える＝   

スイカでこのような省力的トンネル管理ができるのほ，スイカが相当高温に強いこと，目的とする雌花節位が  

他のクリ類紅比べて高いこ．とに原因するものであるが，孫づるに結実させる露地用のCucumism占loL．の頼も  

これに近い考え．カがなりたつものと考える．  

Ⅴ．摘  要   

スイカについて雌花分化に影響する温度条件に・ついて研究し，その温度管理方法について検討した．  

（1）3月から7月までほ種まきがおくれる程，雌花節位が上昇したが，8月末まきは低下したことから，スイ  

カの雌花分化にほ温度の影響が大きいことを推論した．  

（2）高温から低温紅移すことによって雌花化する節位は，温度転換の時に・花のP【imoIdiumからガク片初生段  

階に相当していて－，西洋カボチャの場合と同様であったぃ  

（3）筒の発育（展開葉数，ガ）と花の分化節位（γ）との関係は，親づるでγ＝1．．1＋3．0．方，子づるで．γ＝7．7＋7．．1．芳  

（但し子づるの展開葉数）が計辞された・これほ雌花節位と温度転換時期との関係に．ついての基準になることを  

述べた．  

（4）低温に・移してから雌花が1株当り5花開花までの日数（．γ）は，最高気温の平均が20～240Cの場合，換気始  

めを含む1旬の晴天日数（・方）と．γ＝42．5－1．5∬，最高気温（一光）と．γ＝釦＝6－2．2．方で，何れも負の相関を認めた．．  

普通，30～35日紅相当する．  

（5）1日4時間の高温処理で，茎葉に対する障害発生は，乾燥状態では48～500C，湿潤状態では52一弘。Cが  

限界であった．  

（6）以上から目的の雌花が分化を始めるまで（普通，顆づる6～7莫期，子づる1～2葉期）ほ，高温において   
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差支えない，このような管理紅よって初期発育の促進（つる数の増加），低節位着果の抑制，保温管理の省力化が  

期待できることを主張した，そのため紅は高温障害のでない注意が必要である・   
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綜 合 考 察  

実験したクリ類の雌花分化紅関して－，日本カボチャほ日長の影替が強く，短日誘起的な働き方であり，西洋カ  

ボチャおよびスイカは温度の影響が強く，温度転枚時の花の分化節位と直接的な関連をもつ働き方であることを  

明らかにした．   

Cucurbita属のうち，SpeCiesに・よって主として－影響する条件が異ること紅ついては種の育った生態的環境の影  

智をうけて－いるのであろうい即ち，日本カボチャは低緯度地方で，温度変化が少ない短日時期に栽培され育ったも  

のであり，西洋カポチ・ヤほ高緯度地力で，長日下，温度変化をうけつつ育った処から，それぞれの育ってきた環  

境要因の影轡をうけ，更にその条件下で雌花のつき易い個体の選抜がその1因と考えられる（9・36）．   

雌花分化に対する環境要因の働き方ほ，日長ほ誘起的であり，温度ほある間隔をおいて直接的に関連していると  

表現した・・この場合，誘起的とほ，日長紅感ずる葉面積があれば，将来雌花化する花の分化発育段階とほ関係のな  

い時期に短日処理して，その影響は後に明らかであり，誘起が明らかになる時期，誘起されてから雌花分化まで  

の期間，とくに後者について，固定的でなく，内的外的諸条件によって可動的であることを指している．即ち，日  

本カボチャ紅おいては，6～14回の短日処理終了時の花のPIimo‡diur王l節位から，雌花になるべき花が分化する  

まで2～7節という変動的間隔をもっていた．   

また，直接的とは，高温から低温に温度転換する時期の花の分化発育節位と雌花節位とが，はとんど決定的に関  

連していて，温度転換時期によって雌花節位を動かせる処から表現したものであるが，雌・紗ずいが初生する雌・  

雄花決定期と虐結しているわけではない．これほエスレル処理による雌花の動きからみても（63），5～6節，7～  

8日程度の間隔をもっていることはあきらかで，その意味から考え．ると，温度の働きも朗読起的”といわぎるを得  

ない．   

とのよう紅，雌花化のための環境条件を与えてから雌花分化までの期間はある程度必要なことは共通しており，  

その期間が比較的長く，固定的でないものを誘起的といい，比較的短期間で固定的な場合を直接的と表現したと解  

釈する．   

Nitchら（40）はC．pepo L acorn squash を用い，つるの上の花のつき方は－・定の序列をもら，環境に．よって  

序列を崩すことなく，それぞれのphaseの長さを変化させるものとした．これは仝生育期間一・定環境K．おいた場合  

についでであって，短日の誘起的処理またほ温度を変化さ也た場合の雌花の動きは，それらの環境の働き方を基本  

的虹とらえる必要がある‖それによって，より能率的な環境条件の与え方に発展し，理解できるからであるい   

本研究紅おいて，これらの作物の雌花分化紅ほ，終始雌花分化に．適合した環境におく必要はなく，日長的には  

本葉半展開から2柴期までの間に必要な短日処理を行えば，温度的には目的雌花節位の花が分化する，西洋カボチ  

ャで2葉期，スイカで子づる1～2葉期から，雌花分化適温におけば，あとは，日長は長日下で，温度ほその前ほ  

かなり高温下に．おいて一差支えないことを明確にした．こ．のような働き方を応用して実際栽培の省力能率化に役立た  

せることは有益で，それぞれ最も能率的な与え方の方式の基準を提唱した．とくに，温度的には甫の発育（展開柴  

数）と葉・花の分化発育の関係を示した‖これほ目的の雌花節位をうるために，誤差の少ない基準とすることが可  

能と考え．る．   

温度変化紅よって雌・雄花の動く節位ほ，温度変化時紅花のPrimordiumからガタ片初生までの段階からで，  

花の分化・発育が，無性一両佐一単生と育っ最も早い段階，しかし花としては独立した時期であるこ．とを示して  

いる．従っで温度変化に．よって雌・雄の動く節位は．，その時の花の発育からみて，該営する節位の動きとして捕え   
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ることが正しいとしたハ これほ，キュウリについて伊東ら（21）は，10日＼後処理で4寛拍ゝら，20日後処理で7節から  

雌花がついて－いるが，10日処理宙で本其1枚，花の始源体5～7節，20日処理は本葉2，．3，花の姶源体9～10節で  

あったことからみて，本研究の西洋カボチャ，スイカの場合と近似してし、ることを示している 

また；，温度の雌牲化紅対する反応は，雌性化が進めば高温にしても雌花は乱れないというキユクリの場合（15・21）  

に比べ，西洋カボチャでほ雌花が発育しても温度の反応はその時の分化花芽の性に影響することを指摘した‖これ  

は雌性化体制ないしは節成性に対する性格の違いに．よるものであろうい従って－常の発育と花の分化推移からみた  

温度転換の考え方は，可逆両方に適用されると考える．Lスイカ紅おいても西洋カボチャ同様の現象が観察されて  

いる 
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綜 合 摘 要   

この研究ほ，日本カボチャ，西洋カボチャおよぴスイカを用いて，雌花分化紅影響する日長および温度の働き  

方を，環賂 とくにその変化紅伴う雌花節位の動きおよび花の分化発育段階との関連から追求したものであるい   

1い 花の分化と発育について   

カボチャでは，菜腋分裂鶴城は，横紅側枝として発育する亜職を生じて，花のPrimordiumが独立する．，   

スイカでほ，葉腋分裂組織ほ，両側紅竃と枝に．発育する組織を初生し，中央が花のPIimo工diumに．なる．   

凡ての花ほノ、外側器官から形成されるが，雌花ではStaminodiaほかなり発育するが，雄花ではPistillodia  

はみられない…巻ヒゲが初生するのほ，花がガク形成期頃である．   

2－・雌花分化に対する環境条件の影轡は，日本カボチャでほ日長が，西洋カボチャとスイカでは温度の影響がよ  

り強くうけてし、たい   

3い 日本カポチ・ヤの雌花分化に対する日長の反応について  

（1）短日の働き方ほ日長誘起で，本葉面積6c議以上で感応し，6回以上短日処理すれば，あと長日に．おいても  

よく反応があらわれる．   

短日処理6～14回では、短日処理を殖えた時の花のP工imoIdium節泣から，2～7節発育して雌花になる花の  

PI・imoIdiumを分化する．．しかし，その節数は短日処理時の植物体の大きさ，短日処理の回数，温度なとによっ  

て．変異する．．   

発芽直後からの短日処理でほ，180C以下の場合は短日処理回数を多く必要であったが，20～230Cが最も処理回  

数が少なくてよく，10回で誘起された．  

（2）日長時間は，最低，明期4～6時間，暗期12時間で，蔑の発育と雌花のつき方からみて，明期8時間，暗期  

16時間が最も安定して－いた．  

（3）短日処理時の温度に．ついて一義ると，平均気温10｛ノ200Cでほ．温度紅よる雌花節位の動きは僅かであるが，  

270C以上では短日処理の影響ほあらわれなかったいまた，平均気温240C程度で短日処理した場合，白菊座は日長  

効果が不確実に．なったが，会津早生は処理の影響ほあきらかであったい  

（4）短日処理中，低温から高温紅移すと，低温またほ高温で処理したものより雌花節位は若干上昇した・・また，  

短日処理後，低温長日におく場合ほ層日回数が長くないカが雌花節位が低く，高温長日におく場合は短日処理回  

数が長く必要であった．   

短日処理中の温度は．，短日処理後の温度より高温において－も差支えないことを示唆した．   

4、西洋カボチャとスイカの雌花分化紅対する温度の反応について  

（1）生育温度が低くなると第1雌花節位は低下したい西洋カボチャ（品種芳香）Jについて，第1雌花節位（γ）と最  

低気温の平均（．方）は，logγ＝0．78＋0023．方の関係が計辞された．  

（2）生育の始め高温（最低気温18～200C）紅おき，あと低温（汲低気温8～1lOC）に変化させると，雌花節位  

は温度転換時期と密接紅関連してあらわれた．温度転換に．より雌花になるのは，転換時期に花のP工imoIdiumな  

いしガク片初生の節放からであった．   

温度転換時期の花の PI・imoIdium から雌・雄花が決定されるまで5～6節，発育日数7～8日が必要であっ  

た，．   

（3）西洋カボチャでは，低温で生育し雌花のついた苗を高温に移すと，その時の花のPrimoIdi11m節位から雌  

花は減少した雌花の分化に対する温度の反応は可逆的であると認められた．．   

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



・－43・一  

価 植物体の大きさ（（展開英数，・ガ）と花のPIimo王dium節位（γ）との関係は次のように．計許された．   

西洋カボチャ 芳  香 額づる．γ＝1．．81＋3」・80．方  

赤皮甘栗 額づる．γ＝4い91＋2．31方   

スイカ  親づる．γ＝1…1＋3」・0∬  

子づるγ＝7．．7＋7…1一方矩  

※は子づるの展開英数   

これに準拠して，初め高温におき適当な時期から低温に移すことによって，雌花節位を調蘭できる．   

普通，西洋カボチャでは′，親づるの10～12節から雌花をつけるために本葉2葉期から，スイカでは，親づる20  

節，子づる15節から雌花をつけるため紅？親づる6発期，子づる1葉期から低温にすることが望ましい・  

（5）スイカ筒の生育紅対する高温限界は，1日4時間，2日間の高温処理において，多湿状態で52～540C，乾  

燥状態で48～50C◇であった．保温資材を選べは定植後密閉管理が可能であった．  

（6）スイカでほ育西中紅分化した雌花は収穫の目的に．ならない．収穫目的の雌花が分化する前は高温紅おくこ  

とが，果実の生産，栽培の省力化からみて望ましい．   

温度を低くしてから雌花開花までの日数は，温度転換時期1旬の最高気温，晴天日数と逆比例したい普通，雌花  

が1株当り5花開花するまで30～35日であった‖   
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Summary 

This report is a result of the studies in which the responses of the day-length and the 

temperature have an  effect on the pistillate flower formation in the pumpkin (Cucurbita 

moschata), the winter squash (C. maxima) and the waterinelon which were investigated 

by the differentiating process or the nodes number of pistillate flowers induced by changing 

the climatic factors. 

1. On the differentiation and development of the flower bud in the cucurbits. The 

initiation of axil meristem has been encountered on the 2nd or 3rd nodes below the apical 

meristem. On the Cucurbita sp, the axil meristem is differentiated into the primordium 

of the flower, a t  the same time, a secondary meristem starts to develop one side of a 

primordium of the flower. On the watermelon, the bract and the secondary meristem 

starts to develop either side of a primordium of the flower. 

All flowers initiate the primordium of sepal, petal and stamen. The pistillate flower 

has no functional stamens and the male flower shows no sign of a pistillodia. 

At  the time when the sepal primordium begins to develop, the secondary meristem 

initiales the tendril. 

2. On the effects of climatic facter on the pistillate flower formation. In the pimpkin, 

day-length has greater effect than temperature, in the winter squash and the watermelon, 

the effect of the temperature is greater than the day-length. 

3. Photoperiodic responses on the formation of a pistillate flower in the pumpkin. 

( 1 ) Photoperiodic responses of the pumpkin occured in all plants persistently with the 

after effect of short-day treatment (such are known as photoperiodic induction). These 

responses appeared in plants having 6 sq.cm or more foliage leaf area, when treated with 

moer than 6 cycles of the shortday treatment. By 6 to 14 cycles of the short-day treat- 

ment the primordium of pistillate flower bear differentiation after growing 2 to 7 nodes 

counting from the node a t  the end of the treatment. This number of nodes are varies 

with the stage of plant growth, cycles of the inductive dark period and the temperature. 

In  the case of beginning the short-day treatment just afxer germination, mQre times of 

treatments were required a t  the temperature of less than 18°C. Temperature of 20-23°C 

required the least times and 10 cycles of the treatment induced the differentiation. 

( 2 ) For the differentiation of pistillate flower, 4 to 6 hr. of light period and 12hr. of 

dark period were required a t  least. The cycles of light period 8hr. and dark period 16hr. 

was the best for the plant growth and pistillate flower formation. 

( 3  ) It was noted that lowering the temperature from 20°C to 10°C under a t  inductive 

short-day treatment, resulted in the merely advanced appearence of the first pistillate 

flower on the vine. The plants with short-clay treatment a t  a temperature 27OC or more 

had no effect of photoper iod. 

( 4 ) The plants changed from a low temperature to a high texperature during the course 
of short-day treatment showed more inhibitory responses towards the pistillate flower for- 
mation than the plants treated a t  a low or high temperature. When growthing the plants 
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seedlings at high temperature until two leaves are fully expanded and thereafter at a low 

temperature is the most recommended. Similarly, in the watermelon, in order to have 

pistillate flowers after on the 20th node (main stem) or 15th node (secondary stem), 

keeping the seedlings at a high temperature until 6th or 7th leaves (main stem) or 1st leaf 

(secondary stem) are fully expanded and thereafter to a low temperature condition is the 

most desirable. 

( 5 ) The high critical temperatures of the water melon seedlings were 52 to 54OC at the 

humid condition and 48 to 50°C at the dry condition, when the seedling were exposed to 

high temperature 4hr. daily, twice. 

( 6 ) In the case of the seedlings were planted in the field at the stage of the 4th leaf 

was fully expanded, a general practice in this district, the pistillate flower differentiated 

before planting did not develop into a high quality fruit. Keeping under at a high tempera 

ture umtil the pistillate flowers differentiate may be desirable, which was because of 

yielding a high quality fruits or saving the manual labor. 

The days of the flowering time of the pistillate flower from returning to a low 

temperature condition is inverse proportion to the days of fine weather or the average of 

maximum temperature in a period of ten days including change to a low temperature 

condition, generally, 30 to 35 days were required to come into bloom five flowers per 

plant. 
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